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⃝表紙の写真⃝防食溶射の作業はきびしい
　高速道路橋梁への防食溶射は，一般的にハンドワークで毎日毎日何時間も溶射機を振り続けるきびしい作業です．しっかりと防護服
及び保護具で武装し，その日のノルマを淡々とこなしていきますが，成膜までの時間規制や皮膜厚さなど管理項目が多岐にわたり，厳
しい条件の中で日々の施工を行っています．こうして作られた溶射皮膜によって長期間，錆から橋が守られるのです．（2016年3月，
和歌山県の現場にて撮影）	 （三興防蝕㈱　髙木　一生，日本溶射学会　上野　和夫）

掲載済みの論文のうち最近のものは，（独）科学技術振興機構 （JST）「科学技術情報発信・流通総合システム」（J-STAGE） にて
公開されていますので，閲覧ください．
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⃝表紙の写真⃝ 耐食フランジ
　写真は，海水系ポンプ周りで使用されるフランジです．このフランジは，耐食性が求められるために二相ステンレス鋼等で作られて
いますが，金属同士やパッキンとの隙間において隙間内外の濃淡電池作用によって腐食が進行する現象（すきま腐食）が生じることが
知られています．そこですきま腐食に強い材質をパッキン面に被覆する必要が生じますが，入熱により素材の耐食性の劣化が生じる
ことから従来の肉盛溶接では表面処理ができませんでした．そこで入熱を小さく抑えることのできるレーザクラッディングを用いる
とフランジ面に歪の無い耐すきま腐食材料を被覆することが可能となります．	 （大阪富士工業㈱　山﨑　裕之）

掲載済みの論文のうち最近のものは，（独）科学技術振興機構 （JST）「科学技術情報発信・流通総合システム」（J-STAGE） にて
公開されていますので，閲覧ください．
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⃝表紙の写真⃝ 一般社団法人日本溶射学会 創立60周年記念　
一般社団法人日本溶射学会は1957年（昭和32年）2月に前身である日本溶射協会として創立され，2017年に創立60周年を迎えました．
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開催されました．於：ホテルアウィーナ大阪	 （一般社団法人日本溶射学会事務局）

掲載済みの論文のうち最近のものは，（独）科学技術振興機構 （JST）「科学技術情報発信・流通総合システム」（J-STAGE） にて
公開されていますので，閲覧ください．
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4. （一社）日本溶射学会／理事会・委員会／支部／国際会議行事開催案内（ⅵ）

《編集後記》… …………………………………………………………………………………………… 湯本　敦史	 （ⅶ）
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2017年10月

一般社団法人 日本溶射学会
　特許法第30条の規定に基づく学術団体
本　　　　　部　〒577-0809 大阪府東大阪市永和2-2-29　永和ビル1号館4階
関　東　支　部　〒192-0397 八王子市南大沢1-1　首都大学東京　大学院理工学研究科
中　部　支　部　〒441-8580 豊橋市天伯町雲雀ケ丘1-1　豊橋技術科学大学　工学部機械工学系
西 日 本 支 部　〒594-1157 和泉市あゆみ野2-7-1　大阪産業技術研究所　金属表面処理研究部
九　州　支　部　〒890-0065 鹿児島市郡元1-21-40　鹿児島大学　工学部機械工学科

⃝表紙の写真⃝ プラズマ技研工業株式会社製の高温・高圧コールドスプレーガン　
上の図はPCS-1000ガンです．チャンバーガス温度は最高1100℃，圧力は最高7.5 MPaで運転可能です．パウダーポートからスロート
までの距離が100 mm以上と長いのでこの間に熱伝導の低い材料も十分加熱することができます．また，下の図はPCS-800ガンです．
Cu，Ag，Al等の材料は比較的融点が低く融点近傍になるとチャンバー内部の高温部に付着しやすいのでパウダーポートからスロートま
での距離を短くしています．最高運転温度は800℃で最高圧力は7.5 MPaです．
	 （OS連動特集「最新のコールドスプレー装置」より　プラズマ技研工業㈱　深沼　博隆）

掲載済みの論文のうち最近のものは，（独）科学技術振興機構 （JST）「科学技術情報発信・流通総合システム」（J-STAGE） にて
公開されていますので，閲覧ください．
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